
別記FBC-第116号様式-2

申

請

者

F

B

C
東京都 茨城県 その他 東京都 茨城県 その他

1. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

2. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

3. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

4. □ □ 1 部 ― ― 1 部 ― ―

5. □ □ ― 1 部
1 部

(横浜市・埼玉
県)

― 1 部
1 部

(横浜市・埼玉
県)

6. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

7. □ □ 3 部 2 部 2 部 3 部 2 部 2 部

8. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

9. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

10. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

11. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

12. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

13. □ □ 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部 1 部

14. □ □ 1 部 ― ― 1 部 ― ―

15. □ □ 1 部 ― ― 1 部 ― ―

16. □ □ 　　所轄所管行政庁に問合せの上、必要図書をご提出ください。

□ □ 正・副 正・副 正・副 正･副･副 正･副･副 正･副･副

消防用（構造関係図書は不要） □ □ ― 1 部 ※８ 1 部 ※８ ― 1 部 ※８ 1 部 ※８

□ □

付近見取図 ※１１ □ □
配置図 □ □
各階平面図 □ □
床面積求積図 【三,四】 □ □
二面以上の立面図 【三,四】 □ □
二面以上の断面図 【三,四】 □ □
地盤面算定表 【三,四】 □ □
基礎伏図，各階床伏図，小屋伏図 【型,三,四】 □ □
構造詳細図 【型,三,四】 □ □

□ □

基礎･地盤説明書 【型,三,四,仮】 □ □
耐火構造等の構造詳細図 【型,(三),(四),仮】 □ □
シックハウス関係図書 ※１２ 【型】 □ □
その他確認に必要な図書 □ □

20.
【型,(三),(四),仮】

□ □ 正・副 正・副 正・副 正･副･副 正･副･副 正･副･副

21.
【型,(三),(四),仮】

□ □ 正・副 正・副 正・副 正･副･副 正･副･副 正･副･副

22. □ □ 正・副 正・副 正・副 正･副･副 正･副･副 正･副･副

天空率チェックシート ※５

確認申請（建築物）提出書類一覧表

必　要　書　類
確認欄 構造計算適合性判定の不要 構造計算適合性判定の必要

建築計画概要書

現地調査表

道路・敷地現況写真（全景・近景）※３

受付審査予約票兼申込書

都市計画図及び凡例の写し※２

道路・敷地関係調査票

確認申請（建築物）提出書類一覧表（本書類）※１

建築工事届
申請内容確認シート ※４

関係企業一覧
委任状（代理申請の場合）

利用円滑化基準チェックシート ※６

定期報告基本台帳連絡票 ※７

都市計画道路の照会資料 ※７

浄化槽設置届書 ※７

17.
確認申請書

正･副･副

正・副 正・副

基本的な図書 ※９

（規則第1条の3第1項表一）

正・副正・副

19.

確認に必要な図書 ※９

（規則第1条の3第1項表二及び第4項表一）

構造計算書
（規則第1条の3第1項表三）

構造計算安全証明書の写し ※１０

その他　 ※７（がけ・擁壁の調査報告書、工場調
書、横浜市意見書※１４など）

23.

正･副･副

正・副 正･副･副 正･副･副 正･副･副

正・副 正･副･副18.

凡例： 「正」は正本を、「副」は副本を示します。「～部」とあるものは、正本や副本とは別にクリップ等で分かりやすく纏めてください。

右記区分に応じて提出不要　【型】令10条一号（型式適合認定），【三】令第10条第三号（法6条1項四号），【四】令第10条第四号（法6条1項四号），【仮】仮設建築物（法85条5項）

※１：
※２：
※３：
※４：
※５：
※６：
※７：
※８：

※９：
※１０：

※１１：
※１２：
※１３：

※１４：

提出は省略できます。
行政ホームページで確認できるものについては、提出を省略できます。
敷地・道路・隣地に高低差が無いものについては、提出を省略できます。
戸建住宅、共同住宅の場合のみ対象です。審査上の重要項目ですので、内容を確認してください。提出は省略できます。
弊社の天空率チェック項目です。天空率を使用する場合にご利用の上提出ください。
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律及び条例に規定される特別特定建築物等で、一定規模以上の場合に提出ください。
該当する場合に提出ください。
消防用の申請書には、別途、管轄消防署の独自の書類が必要な場合があるので、事前に必ず消防署に問い合わせをしてください。
（厚木市･鎌倉市･相模原市･藤沢市･大和市･横須賀市･湯河原町･市川市･柏市･松戸市･船橋市etc）
図面の用紙サイズがＡ２以上となる場合は、審査用としてＡ３縮小版を一部追加してください。
複数の建築士が構造計算を共同で行った場合においては、全員が連名で証明することが必要です。（士法施行規則第4の2書式記入注意2）
構造設計一級建築士の関与の対象となる建築物については必要ありません。
構造計算安全証明書の写しと当該構造計算書への割印は必要ありません。
付近見取り図において「隣地にある建築物の位置及び用途」についての明示は必要ありません。
第４種ホルムアルデヒド発散建築材料を使用する場合においては「使用建築材料表」において明示されるべき事項の一部を省略でき
関係法令等の許可が該当する場合はご提出下さい。また（都市計画法等）適合証明書においては都市計画法等の許可が必要な物件の場合は提出下さい。また証明
書発行制度のない場合は許可書の写しをご提出下さい。
横浜市中高層建築物等の建築及び開発事業に係る住環境の保全等に関する条例に該当する場合はご提出にご協力下さい。

平成　　年　　月　　日

意匠図･設備図･構造図等の各図面及び電算の整合性を確認しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　㊞

ご来社の際は、事前連絡にご協力ください。
【連絡先】新百合ヶ丘(本社)：044-959-6786（　代　表　）

044-952-2849（Ｆ　Ａ　Ｘ）
2011/05/01

正･副･副 正･副･副 正･副･副

許可証、（都市計画法等）適合証明書の写し ※１３

□ □ 正・副 正・副 正・副
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